
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　新規データを含む第１のブロックを読み出し 書き込み 光学媒体に書き込む方
法であって、
第２のブロックはすでに書き込まれている旧データを含み、
　前記第２のブロックにおいて編集ビットを検索するステップと、
　 前記第１のブロックを前記媒体に書き込
ステップと
　を有し、前記第２のブロックの少なくとも一部が上書きされ
　

ことを特徴とするデータ書き込み方法。
【請求項２】
　

　
　

　

10

20

JP 3981228 B2 2007.9.26

及び 可能な

前記編集ビットにおいて書き込みを開始して む

、
前記第２のブロックは、同じビット位置で値が互いに異なる遷移ビットを有する複数の

同期コードワードのうちのいずれかを含み、前記編集ビットは、前記値が互いに異なる遷
移ビットである

新規データを含む第１のブロックを読み出し及び書き込み可能な光学媒体に書き込む方
法であって、
第２のブロックはすでに書き込まれている旧データを含み、

前記第２のブロックにおいて編集ビットを検索するステップと、
前記編集ビットにおいて書き込みを開始して前記第１のブロックを前記媒体に書き込む

ステップと
を有し、前記第２のブロックの少なくとも一部が上書きされ、



　

【請求項３】
　

【請求項４】
　

【請求項５】
　

【請求項６】
　

【請求項７】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、光学式データ記憶装置に係り、特に、ＤＶＤ、ＣＤ等の光学記憶媒体にデータ
を書き込む方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
「読み出し／書き込み」光ディスクには、新規のデータを一度だけ書き込むことのできる
光ディスク及び新規データを何回も書き込むことのできる光ディスクがある。ＤＶＤ＋Ｒ
Ｗディスクは、新規データを何回も書き込むことのできる読み出し／書き込みディスクの
一例である。
【０００３】
「読み出し／書き込み」ドライブは、「読み出し／書き込み」光ディスクにデータを書き
込むことができる。読み出し／書き込みドライブは、通常、読み出し動作モードと、以下
の書き込み動作モード、すなわち、書き込み・追加 (write-append)モード及び挿入・編集
(insert-edit)モード、のうちの少なくとも一つのモードと、を備える。書き込み・追加
モードにより、読み出し／書き込みディスクの予め書き込まれたデータに新規のデータを
追加することが可能であり、挿入・編集モードにより、予め書き込まれたデータに新規の
データを上書きすることが可能である。
【０００４】
新規のデータを読み出し／書き込みディスクに書き込む場合、予め書き込まれたデータと
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前記第２のブロックは、その一部分に所定の極性を有する同期コードワードを含み、前
記編集ビットは、前記所定の極性を有する前記同期コードワードの中のビットであること
を特徴とするデータ書き込み方法。

新規データを含む第１のブロックを読み出し及び書き込み可能な光学媒体に書き込む方
法であって、
第２のブロックはすでに書き込まれている旧データを含み、
　前記第２のブロックにおいて編集ビットを検索するステップと、
　前記編集ビットにおいて書き込みを開始して前記第１のブロックを前記媒体に書き込む
ステップと
　を有し、前記第２のブロックの少なくとも一部が上書きされ、
　前記第２のブロックは、保存領域を有するヘッダを含み、前記保存領域中の同じビット
位置で値が互いに異なるビットを有するコードワードの対のうちのいずれかが前記保存領
域に格納され、前記編集ビットは、前記コードワードの前記値が互いに異なるビットであ
ることを特徴とするデータ書き込み方法。

前記第２のブロックは、エラー修正能力をもたらす最終ラインを有し、前記編集ビット
が前記第２のブロックの前記最終ラインにあり、前記第２のブロックの少なくとも一部が
上書きされたときに前記エラー修正能力の少なくとも一部が失われることを特徴とする請
求項１記載のデータ書き込み方法。

前記最終ラインの少なくとも一部は、データリカバリクロックの安定化を可能にするデ
ータで占められることを特徴とする請求項４記載のデータ書き込み方法。

前記編集ビットは、ランダム位相不連続性がもたらされる位置に配置されることを特徴
とする請求項４記載のデータ書き込み方法。

前記編集ビットは、高周波基準信号及びアドレス指定情報を使用することによって検索
されることを特徴とする請求項１記載のデータ書き込み方法。



新規のデータとの間に周波数又は位相不連続性 (discontinuity)が生じないことが望まし
い。読み出し／書き込みドライブは、予め書き込まれたデータ及び新規データのリードバ
ック (read back)中に、上記のような不連続性を許容できないことがある。リードバック
中に不連続性があると、クロック及びデータリカバリ回路 (data recovery circuitry)に
問題が生じる可能性がある。その結果、上記の不連続性により、読み出し／書き込みディ
スクの一部を読み出し／書き込みドライブによって効率よく読み出せない場合がある。
【０００５】
これらの不連続性に起因する問題は、「編集ギャップ (edit gap)」（また、「スプライス
エリア (splice areas)」、「バッファゾーン (buffer zones)」としても知られている）に
よって解決することができる。編集ギャップは、予め書き込まれたデータと新規のデータ
とを分離する。周波数又は位相不連続性は、予め書き込まれたデータのブロックの後に続
く編集ギャップから生じることがある。予め書き込まれたデータ及びその後の編集ギャッ
プのリードバック中、クロック及びデータリカバリ回路が不安定になることがある。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、編集ギャップの使用には、それ自体欠点がある。データが編集ギャップに
記憶されないので、読み出し／書き込みディスクの記憶容量が少なくなってしまう。
【０００７】
さらに、編集ギャップは、既存の読み出し専用ドライブにより、読み出し／書き込みディ
スクの一部が読み出し不可能になることがある。より新しい世代の読み出し／書き込みド
ライブの前に開発された古い読み出し専用ドライブは、編集ギャップの処理ができない場
合がある。昔の編集ギャップを操作 (navigate)できるように既存の読み出し専用ドライブ
をいくらか改良 (modify)しなければ、読み出し／書き込みディスクに記憶されたデータを
読み出すことは困難である。
【０００８】
編集ギャップに依存しない、予め書き込まれたデータと新規に書き込まれたデータとの間
の不連続性によって生じる問題を克服するための読み出し／書き込みドライブの必要性が
ある。
【０００９】
本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、新規データを含むブロックをビット精
度よく (bit-accuracy)、かつ位相及び周波数不連続性を引き起こすことなく読み出し／書
き込み媒体に書き込む方法を目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
前記必要性は、新規のデータを含むブロックを読み出し／書き込み媒体に書き込む方法で
ある本発明によって達成される。当該方法は、該媒体にすでに書き込まれているブロック
において編集ビットを検索し、ディスクに新規のブロックの書き込みを編集ビットにおい
て開始又は終了することを有する。
【００１１】
【発明の実施の形態】
説明するために図面に示すように、本発明は、光学読み出し／書き込みドライブについて
説明され、該光学読み出し／書き込みドライブは、新規データをビット精度よく、かつ位
相及び周波数不連続性を引き起こすことなく読み出し／書き込み光ディスクに書き込むこ
とができる。新規のデータを光ディスクに書き込む前に、ビット精度のよい読み出し／書
き込みドライブは、光ディスクにすでに書き込まれているデータブロックにおいてある特
定ビットを検索する。次いで該光学読み出し／書き込みドライブは、データの書き込みを
開始し、その特定ビットにおいて開始又は終了する。この特定ビットを以下「編集 (edit)
」ビットと称し、光ディスクにすでに書き込まれているデータ（「旧データ (old data)」
）と新規に書き込まれたデータ（「新規データ (new data)」）との極性対立 (polarity co
nflict)から生じるエラーを回避するように該ビットを選択することができる。その結果
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、ビット精度のよい読み出し／書き込みドライブは、編集ギャップを使用することなく光
ディスクに新規データを書き込むことができる。
【００１２】
以下の段落において、ビット精度のよいＤＶＤ読み出し／書き込みドライブとして読み出
し／書き込みドライブを説明し、ＤＶＤ読み出し／書き込みディスクとして読み出し／書
き込み光ディスクを説明する。まず、ＤＶＤ読み出し／書き込みディスクの説明を行い、
次に、ＤＶＤ読み出し／書き込みドライブの説明を行う。そして、ディスクへの書き込み
方法を説明する。
【００１３】
図１は、位相変化 (phase change)ＤＶＤディスク１０（以下ディスク１０と称する）を示
す平面図である。図２は、ディスク１０を示す断面図である。ディスク１０は、一般的に
は、記録可能な媒体でコーティングされた剛性 (rigid)基板を有する。記録可能な媒体は
、位相変化材料等の読み出し／書き込み材料で形成されていてもよい。ディスク１０には
、渦巻き状の溝 (spiral groove)１２が埋設 (embed)されている。記録可能な媒体を直ちに
加熱及び冷却してアモルファス状態を有するマークを形成する際に、レーザ光を使用して
もよい。また、レーザ光を使用し、マークをアニール処理して結晶状態にすることによっ
て、記録可能な媒体からマークを消去することもできる。データは、ディスク１０のマー
クのパターンにより表される。
【００１４】
渦巻き状の溝１２は、高周波のウォッブル (wobble)を有する。高周波のウォッブルは、渦
巻き状の溝１２に微かな正弦波をもたらし、これを利用することでレーザ光を変調するこ
とができる。ビット精度のよいドライブは、このような変調されたレーザ光から、的確な
高周波タイミング信号を順次生成することができる。また、（たとえば、アドレス指定情
報を伝達するパターンにおいて単一のウォッブルサイクルを除去することによって）低周
波アドレス指定情報をウォッブルに課すこともできる。高周波タイミング信号と低周波ア
ドレス指定情報とを組み合わせることによって、ビット精度のよいドライブが、ディスク
１０上で特定ビットを検索することができる。
【００１５】
図１は、本発明の理解を容易にするための図を単に提供し、ディスク１０を詳細に、又は
正確な比率で図示しているものではない。たとえば、渦巻きのピッチ、渦巻き状の溝１２
の厚さ及びウォッブルの周波数等は、正確な比率で図示されているものではない。
【００１６】
図３は、ディスク１０と、ＤＶＤ＋ＲＷ形式仕様等のＤＶＤ形式仕様にしたがうビット精
度のよいＤＶＤ読み出し／書き込みドライブ１４（以下、ドライブと称す）と、を示すブ
ロック図である。ドライブ１４は、ホスト８（たとえば、パーソナルコンピュータ）から
動作モードを受信するコントローラ１６を有する。動作モードは、読み出しモードを有し
ており、また、書き込み・追加モード及び挿入・編集モード等の各種書き込みモードを有
していても良い。
【００１７】
ドライブ１４は、スピンドルモータ１８と、ディスク１０を回転するためのモータ制御部
２０とをさらに有する。ドライブ１４は、レーザ光線Ｂ１を生成するレーザを通常有する
光ピックアップ装置 (optical pickup unit;以下、ＯＰＵと称す )２２と、変調されたレー
ザ光線Ｂ２を検出する手段（たとえば、光学アセンブリ及び光検出器アレイ）と、をさら
に有する。ＯＰＵ２２は、データ及びタイミング／アドレス指定情報を伝搬する電気信号
ＲＢＫを生成する。
【００１８】
ＯＰＵ２２のレーザは、レーザドライバ２６により駆動される。レーザ光線Ｂ１の出力は
、ドライブ１４の動作モードにより決定される。レーザ出力は各種レベル間で制御され、
これらのレベルには、データをディスク１０から読み出すための読み出しレベル、ディス
ク１０のデータを消去するための消去レベル及びデータをディスク１０に書き込むための
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書き込みレベル等がある。プロセッサ３６は、ＯＰＵ２２から電気信号を受信する。
【００１９】
トラッキングサーボ及びウォッブル検出システム２４は、プロセッサ３６から電気信号Ｒ
ＢＫを受信する。トラッキングサーボ及びウォッブル検出システム２４は、電気信号ＲＢ
Ｋを処理して、アドレス指定情報及び的確な高周波タイミング信号を得る。アドレス指定
情報及びタイミング信号は、プロセッサ３６に供給され、ここで、アドレス指定情報及び
タイミング信号を用いてレーザドライバ２６のタイミングを制御し、ディスク１０上で特
定ビットを検索する。また、コントローラ１６のコマンドに基づいて、トラッキングサー
ボ及びウォッブル検出システム２４は、ディスク１０に沿ってＯＰＵ２２を移動させる。
【００２０】
ビット精度のよいドライブは、高周波基準信号からタイミング精度を得る。また、ビット
精度のよいドライブは、基準信号における特定サイクルを明確に識別する能力も有する。
ディスク１０の渦巻き状の溝のウォッブルを用いて高周波信号を生成することは、１９９
７年７月２４日付で出願され、本発明の譲受人に譲渡されたＴｏｗｎｅｒ氏他の米国特許
出願第０８／８９９，４２７号に開示されている。米国特許出願第０８／８９９，４２７
号の明細書は、参照として本明細書中に組み込まれている。
【００２１】
基準信号の特定サイクルを明確に識別する方法の一例は、以下の通りである。基準信号サ
イクルは、（たとえば、同期コードワード (sync codewords)における）ミッシングウォッ
ブルサイクル (missing wobble cycles)のシステム構造によって明確な識別が可能であり
、データセクタと揃えられる。ミッシングウォッブルサイクルの特定パターンを識別する
能力により、データセクタのアドレスを検索することができる。ウォッブルと同期して、
データが書き込まれる。高周波基準信号と、ミッシングウォッブルから得られたアドレス
指定情報とを組み合わせることにより、データセクタ内のデータを識別することができる
。さらに、組み合わせにより、位相及び周波数の不連続性を生じることなくディスクに新
規データを書き込むことができる。
【００２２】
従来のデータリカバリ回路２８もプロセッサ３６から電気信号ＲＢＫを受信し、電気信号
ＲＢＫからデータを回復 (recovery)する。デコーダ３０は、リカバリデータを復調し、復
調データをＲＡＭ３２のエラー修正符号（ error correction code;以下、ＥＣＣと称する
）ブロックにおいて配列し、ＥＣＣブロック上でエラー修正を行う。エラー修正データは
、ホスト８に送信される。
【００２３】
図４は、ＲＳ－ＰＣブロックを示すブロック図である。ホスト８は、一般的には、少なく
とも１つの２キロバイトのセクタ（以下、２Ｋセクタと称す）５０において新規データを
（関連するアドレス指定情報とともに）ドライブ１４に送信することによって挿入・編集
動作を開始する。２Ｋセクタ５０は、それぞれヘッダ５１を有し、ヘッダにはアドレス情
報が含まれる。
【００２４】
コントローラ１６の制御に基づいて、２Ｋセクタ５０は、ＲＡＭ３２にバッファされ、３
２Ｋブロックになるよう配列される。エンコーダ３４は、ＥＣＣ符号化を３２Ｋのユーザ
データブロックそれぞれに対して行う。通常、ＣＤ及びＤＶＤドライブにおいて、リード
ソロモン積符号（ Reed-Solomon Product Code;以下、ＲＳ－ＰＣと称す）の符号化が用い
られる。ユーザデータには、ＲＳ－ＰＣコードワード（すなわち、冗長データ）の行５２
及び列５４が追加される。代替例において、冗長データをユーザデータでインタリーブし
てもよい。この結果得られるＲＳ－ＰＣブロック５６は、典型的には、長さ２０８ライン
、幅１８２バイトである。
【００２５】
ＲＳ－ＰＣブロック５６は、次にエンコーダ３４により変調符号化される。典型的な変調
コードは、２：１０ランレングスリミテッド符号 (Run Length Limited code)である。Ｄ
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ＶＤ形式による一般的な変調符号化の途中、８ビットバイトのＲＳ－ＰＣブロック５６は
、１６ビットのシンボルコードワードと入れ替えられる。
【００２６】
図５は、変調符号化されたブロック５７を示すブロック図である。シンボルコードワード
に加えて、変調符号化されたブロック５７は、同期コードワード５９を有する。変調符号
化されたセクタそれぞれの変調符号化されたヘッダ５８には、アドレス、アドレスエラー
検出及び保存されたシンボルコードワードが含まれる。各同期コードワード５９は、それ
ぞれ３２ビット長である。同期コードワード５９は、一般的には、シンボルコードワード
９１個ごとに挿入される。
【００２７】
情報は、極性変化として符号化される。極性とは、ディスク１０の高／低反射率特性であ
る。極性それ自体は、情報を伝搬せず、極性変化又は極性遷移によってのみ情報が伝搬さ
れる。図６は、ディスク上の符号化されたシーケンスを示す説明図である。したがって、
図６において、ビットシーケンス「１００」が旧データであり、該旧データにビットシー
ケンス「１００１」が追加されると、旧及び新規の各データの相対極性に応じて、「１０
０１００１」又は「１０００００１」のいずれかがリードバックされる。新規に変調符号
化されたブロックが旧データに追加され、ただし、編集点 (edit point)で新規ブロックに
相容れない極性 (incompatible polarity)があると、編集点で極性対立 (polarity conflic
t)が発生する。極性対立の結果、エッジ（すなわち、遷移）は、変調符号化されたデータ
の中に誤って挿入される。望ましくないエッジがあると、データにエラーが生じる。
【００２８】
再び図３を参照する。変調符号化されたブロック５７をディスク１０に書き込む前に、ド
ライブ１４は、アドレス指定情報とタイミング信号との組み合わせを用いて、ディスク１
０上で編集ビットを検索する。編集ビットは、以下でさらに詳細を説明するが、ドライブ
１４が書き込み動作を開始又は終了する特定ビットである。
【００２９】
編集ビットが検索されると、コントローラ１６は、変調符号化されたデータをレーザドラ
イバ２６に送信し、ディスク１０へのデータの書き込みを開始するコマンドをレーザドラ
イバ２６に送出し（たとえば、コントローラ１６により、書き込みクロック発振器は、書
き込みクロックをレーザドライバ２６に送信することが可能である）、編集ビットにおい
て開始する。レーザドライバ２６のタイミングは、プロセッサ３６により制御される。レ
ーザドライバ２６により、ＯＰＵ２２におけるレーザが、ディスク１０へのデータの書き
込みを、編集ビットにおいて開始する。
【００３０】
次に、編集ビットをさらに詳細に説明する。編集ビットの１つの可能な記憶位置 (locatio
n)は、同期コードワードである。所定の同期コードワードは、対で得られ、一つの遷移ビ
ットのみが異なる。この異なる遷移ビットを編集ビットとして使用してもよい。１及び２
の各状態の代表的な同期コードワードの対は、数１の通りである。二重下線を引いたビッ
トが編集ビットを示している。
【００３１】
【数１】
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３２】
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３及び４の各状態の代表的な同期コードワードの対は、数２の通りである。二重下線を引
いたビットが異なる遷移ビットを示している。
【００３３】
【数２】
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３４】
ドライブ１４が、同期コードワードの中の編集ビットにおいて書き込みを開始する場合、
どの極性が編集点で使用されるかは重要ではなく、依然として同期コードワードが有効で
ある。したがって、同期コードワードの中の異なる遷移ビットにおいて書き込み動作を開
始又は停止することによって、極性対立により引き起こされるエラーが回避される。
【００３５】
編集ビットは、同期コードワードの中の異なる遷移ビットに限定されるものではない。編
集ビットは、極性がわかっている同期コードワードの一部分の中のビットとしてもよい。
たとえば、同期コードワードＳＹ０は、１３個のゼロのストリングを有する。すでに賛同
を得ている規約によって、その１３個のゼロのストリングが、ある特定の極性を有するた
めに必要となる。その結果、書き込みは、賛同を得た極性を用いて、該ストリングにおけ
るこれらの１３個のゼロのうち任意の箇所で書込みを開始又は停止する。
【００３６】
編集ビットは、同期コードワード以外のコードワードにおけるビットでもよい。ビットに
より異なるコードワードの対を、ヘッダ５８の保存領域に適するように設計してもよい。
この異なるビットを編集ビットとして使用してもよい。ヘッダ５８の保存領域の中のビッ
トにおいて編集を行うことによって、編集ビットは、アドレス情報に従う。万一編集が不
正確な場合でも、アドレス情報には影響がない。
【００３７】
　図７は、いくつかのウォッブルサイクルにわたる、編集ビットにより生じる大きなラン
ダムシフトを示す説明図である。読み出し／書き込みドライブが、位相及び周波数不連続
性を生じずにビットを編集するのに十分な精度がない（すなわち、たとえば、ドライブの
タイミング信号が十分に精確でないことからビット精度がよくないドライブの）場合、旧
及び新規の各データのブロック間の編集ギャップをスプライスせずに編集をさらに行うこ
とができる。リードバックされたデータには、エラーが生じるおそれがある。しかしなが
ら、エラー修正方式によってエラーを修正することができる。このような状況では、編集
ビット が、旧データの最終ブロック５７の最終ライン６０において検索されることがあ
る。このような編集ビット では、通常、不連続性をもたらすことで最終ライン６０にエ
ラーが生じる。しかしながら、最終ライン６０の先頭位置に向かって編集ビット を検索
していくことによって不連続性の影響を最小限に抑えることができ、また、少なくとも１
つの同期コードワード５９に遭遇することでビット識別を可能にする。リードバック中、
回路には、依然として、新規のデータブロックに遭遇する前に、不連続性によって生じる
不安定から回復する時間が十分にある。編集ビット の後の最終ライン６０には、回復を
促進するフィラーデータ（たとえば、周期パターン、タイミング信号のｄｃ容量を異なる
レベルに設定するパターン）で占められていてもよい。
【００３８】
　したがって、旧データの変調符号化されたブロックの最終ラインにおいて編集を開始す
ることは、ドライブのビット精度がよくないものであってもドライブにとってスプライス
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レス編集を実行する機会を提示する。また、最終ラインにおいて編集を開始することは、
最終ラインにおける大きなランダム位相不連続性を故意にもたらす機会も提示する。大き
なランダム位相不連続性は、シフトされていない編集ビット ではなくシフトされた編集
ビットＡ、Ｂ又はＣにおいて編集を開始することによって生じる。ディスク１０に何度も
上書きを行うことで発生する媒体耐久性  (media-wear）の問題（同一の記憶位置にある同
一のデータを何度も上書きすることで、ディスク１０が、その位置で劣化すること）を克
服するために、大きなランダム位相不連続性を導入してもよい。シフトされていない編集
ビットとシフトされた編集ビットとの間には、大きなランダム位相不連続が生じる（たと
えば、ビット とＣの間の不連続性は、いくつかのウォッブルサイクルにわたっている）
。リードバック中、読み出されたクロックを再同期化し、かついずれの直流オフセット問
題も解決するための時間は十分にある。新規のデータブロックが読み出される前に少なく
とも１つの同期コードワードに遭遇するので、ビット精度のよいタイミングが達成できる
。再同期化は、周知のフィラーコードワードを使用することによってさらに容易になる。
【００３９】
図８は、本発明に係る読み出し／書き込みディスクに新規のデータを書き込む方法を示す
フローチャートである。ホストは、少なくとも１つのデータセクタをドライブに送信する
（ステップ１０２）。ドライブがこのデータセクタを３２Ｋブロックにアセンブルし、少
なくとも１つのＲＳ－ＰＣブロックを生成し（ステップ１０４）、ＲＳ－ＰＣブロックを
変調符号化する（ステップ１０６）。さらにドライブは、ディスク上で編集ビットを検索
し（ステップ１０８）、変調符号化されたブロックのディスクへの書き込みを編集ビット
において開始する（ステップ１１０）。このようにして、新規のデータがディスクに書き
込まれる。
【００４０】
したがって、編集ギャップを使用することなく、光学式読み出し／書き込み媒体上でデー
タを編集可能なビット精度のよいドライブを開示する。書き込み動作を適宜選択されたビ
ットにおいて開始又は停止することによって、旧データと新規データとの間で極性が両立
し得ないため（ incompatible)、いずれの追加データの導入も回避される。同期コードワ
ードの中の異なる遷移ビットにおいて書き込み動作を開始又は停止することによって、極
性対立から生じるおそれのあるエラーをいずれも回避することができる。
【００４１】
本発明は、上記で記載かつ図示された具体的な実施形態に限定されるものではない。編集
は、編集ビットにおいて開始するのではなく、編集ビットにおいて終了してもよい。たと
えば、ドライブがディスク１０の先頭位置においてデータの書き込みを開始し、ディスク
上の編集ビットにおいて終了する、編集・挿入動作を実行してもよい。したがって、本発
明は、添付の特許請求の範囲にしたがって解釈される。
【００４２】
以下に、本発明の実施の形態を要約する。
１．新規データを含む第１のブロックを読み出し／書き込み光学媒体に書き込み、かつす
でに書き込まれている旧データを含む第２のブロックを前記読み出し／書き込み光学媒体
に書き込む方法であって、
前記第２のブロックにおいて編集ビットを検索するステップ（１０８）と、
前記第１のブロックを前記読み出し／書き込み光学媒体に書き込み、前記書き込みは、前
記編集ビットにおいて開始又は終了するステップ（１１０）と、
を有し、前記第２のブロックの少なくとも一部が上書きされるデータ書き込み方法。
【００４３】
２．ブロック（５９）は、異なる遷移ビットを有する同期コードワード（５９）を有し、
かつ前記編集ビットは、前記異なる遷移ビットである上記１記載のデータ書き込み方法。
【００４４】
３．ブロック（５７）は、その一部分が所定の極性を有する同期コードワード（５９）を
有し、かつ前記編集ビットは、前記所定の極性を有する前記一部分の中のビットである上
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記１記載のデータ書き込み方法。
【００４５】
４．ブロック（５７）は、保存領域を有するヘッダ（５８）をそれぞれ有し、異なるビッ
トを有するコードワードが前記保存領域に格納され、かつ前記編集ビットは、前記コード
ワードの前記異なるビットである上記１記載のデータ書き込み方法。
【００４６】
５．前記ブロックが、エラー修正能力を与える最終ライン（６０）を有し、前記編集ビッ
トが前記ブロックの前記最終ライン（６０）にあり、これによって前記エラー修正能力の
少なくとも一部は失われる上記１記載のデータ書き込み方法。
【００４７】
６．前記最終ライン（６０）の少なくとも一部は、データリカバリクロックの安定化を可
能にするデータで占められる上記５記載のデータ書き込み方法。
【００４８】
７．前記編集ビットを検索することで、大きなランダム位相不連続性がもたらされる上記
５記載のデータ書き込み方法。
【００４９】
８．前記編集ビットは、高周波基準信号及びアドレス指定情報を使用することによって検
索される上記１記載のデータ書き込み方法。
【００５０】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明によれば、新規データを含むブロックをビット精
度よく、かつ位相及び周波数不連続性を引き起こすことなく読み出し／書き込み媒体に書
き込むことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】位相変化ＤＶＤディスクを示す平面図である。
【図２】位相変化ＤＶＤディスクを示す断面図である。
【図３】ディスク１０及びＤＶＤ読み出し／書き込みドライブ１４を示すブロック図であ
る。
【図４】ＲＳ－ＰＣブロックを示すブロック図である。
【図５】変調符号化されたブロックを示すブロック図である。
【図６】ディスク上の符号化されたシーケンスを示す説明図である。
【図７】いくつかのウォッブルサイクルにわたる、編集ビットにより生じる大きなランダ
ムシフトを示す説明図である。
【図８】本発明に係る読み出し／書き込みディスクに新規のデータを書き込む方法を示す
フローチャートである。
【符号の説明】
５７　（変調符号化された）ブロック
５８　ヘッダ
５９　ブロック（同期コードワード）
６０　最終ライン
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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